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8 適齢 Wistar 系雄性ラット(日本 SLC) をカオリン・餌・水が自由に摂取できる個別ケージに収容し、 7 時点灯
-19 時消灯となる明暗サイクル下で、飼育した。購入翌日より前日から 24 時間の餌・カオリン摂取量を経目的に測定
した。放射線によって誘発されるパイカ行動はラットの個体差に影響を受けるため、購入後 4 日目にリニアック(三
菱電機: EXL-6SP) からの 4MVX 線で全身照射(スクリーニング照射: 4Gy) を行い、パイカ行動を惹起したラッ
トのみ実験に使用した。
スクリーニング照射から 1 週間の回復期間を設け、餌・カオリン摂取量が安定していることを確認した上で、 X線
で全身照射 (2・8Gy) を行った。加えて、 4Gy の全身照射によって惹起されるパイカ行動がオンダンセトロンの前投
与によって抑制できるか否か検討した。さらに、腹部と頭部に照射野を限局する部分照射 (4 Gy) を行い、照射前後
のカオリン摂取量がどのような影響を受けるのかについても検討した。
? ?? ?
36 匹中 31 匹ラットはスクリーニング照射によってパイカを惹起した。全身照射により線量に依存したカオリン摂
取量の増加が見られた(非照射群 (n=3) 、 0.05土 0.03 g (n=3) ; 2 Gy 照射群 (n=3) 、 0.38 :t 0.09g ; 4 Gy 照射群
(n=3) 、1.27 :t0.32 g ; 8 Gy 照射群、 3.55 :t0.58 g ; F(3 , 8) = 23.27 ; Pく 0.01)。また、オンダンセトロン (2 mg/孟g)
の腹腔内投与は 4 Gy 全身照射によるパイカ行動を有意に抑制することができた(コントロール群 (n=4) 、1.49 :t
0.33g; オンダンセトロン投与群 (n=5) 、 0.75 :t 0.ll g; F(1, 7)=42.00; P<O.Ol)。部分照射では両群ともカオリ
ン摂取量は照射後に増加したが、その増加は頭部照射では軽微にとどまり、腹部照射では顕著に現れた(頭部照射 (n























このモデル動物の開発は、放射線宿酔を含めて放射線照射による急性障害を III V1VO で評価し、さらにその分子機
構での解析を可能とし、高く評価できる。以上の審査結果から、本論文は博士(保健学)の学位授与に値すると考え
られる。
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